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二
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法
學
研
究
』
既
刊
総
目
次
幽
覧

　
　
　
　
葬
一
、
五
簾
肇
範
塑
臓
鶏

　
第
一
巻
（
大
正
十
一
年
度
）

　
第
国
號

民
主
政
治
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
葦
一
郎

同
時
履
行
抗
辮
と
履
行
渥
滞
と
の
闘
係
　
　
　
　

紳
戸
寅
訳
郎

英
國
會
と
種
族
會
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
占
部
百
太
郎

支
那
國
務
総
理
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
及
　
川
　
恒
　
忠

剴
敵
通
商
禁
止
に
關
す
る
英
米
主
義
の
理
論
と
其
攣
題
板
倉
卓
造

　
0
自
由
法
運
動
（
西
本
辰
之
助
）

　
第
二
號

英
國
會
の
眞
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　

占
部
百
太
郎

同
時
履
行
抗
辮
と
受
領
逞
滞
と
の
關
係
　
　
　
　
　
　
　
紳
戸
寅
次
郎

日
本
に
於
け
る
外
國
會
吐
の
地
位
　
　
　
　
　

西
本
辰
之
助

氏
名
権
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
池
　
隆
　
一

支
那
大
総
統
論
　
　
　
　
　
　
　

及
川
恒
忠

　
0
支
那
婦
人
論
（
細
井
芳
李
抄
謹
）
　
O
O
8
9
U
9
6
鉱
o
鷲
○
営
零

　
2
暑
砿
霧
●
（
峯
岸
治
三
）

　
　
『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
次
一
覧

　
第
三
號

海
職
の
際
敵
の
商
般
取
扱
に
關
す
る
英
國
主
義
　
　
　
　
板
　
倉
　
卓
　
造

ノ
ル
マ
ソ
國
會
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
占
部
百
太
郎

縫
父
母
と
縫
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
村
談
三
郎

螢
農
露
西
亜
の
外
交
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
又
家
郎

使
者
の
法
律
上
の
地
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
池
　
隆
　
一

私
犯
の
性
質
　
　
　
　
　
　
　
　
峯
岸
治
三

　
〇
濁
逸
共
和
保
護
法
（
西
本
辰
之
助
）

　
第
四
號

再
び
支
那
大
総
統
に
就
て
　
　
　
　
　

及
川
恒
忠

績
・
株
式
會
砒
襲
起
人
論
　
　
　
　
　
　
　

西
本
辰
之
助

泣
會
學
者
の
政
治
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
葦
一
郎

貨
幣
購
買
力
墜
動
の
豫
測
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
城
仙
次
郎

ア
ン
グ
・
・
サ
ク
ソ
ソ
國
會
　
　
　
　
　
　
　
占
部
百
太
郎

　
O
民
事
判
例
研
究
（
小
池
隆
一
）
O
新
刊
紹
介
岩
野
稔
著
「
米
國
契
約

　
法
」
（
峯
岸
治
三
）

　
第
二
巻
（
大
正
十
二
年
度
）

　
第
胴
號

ラ
ア
ス
キ
イ
氏
の
國
家
論
　
　
　
　
　
　
　

田
中
葦
一
郎

馬
克
相
場
の
安
定
に
關
薯
國
際
委
員
會
の
提
案
を
評
す
　
高
城
仙
次
郎

民
事
に
於
け
る
法
と
裁
到
　
　
　
　
　
　
　

西
本
辰
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
五
　
　
（
一
〇
〇
三
）



『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
次
一
覧

二
九
山
ハ
　
　
　
（
一
〇
〇
四
）

雇
傭
契
内
に
開
す
る
二
三
の
老
・
察
　
　
　
　
小
池
隆
一

政
治
學
の
性
質
及
び
範
園
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
又
次
郎

英
法
に
於
け
る
妻
の
契
約
上
の
能
力
　
　
　
　
　
　
　
峯
　
岸
治
　
三

岳
。
算
－
ω
務
ε
冒
毒
年
目
遮
。
ぎ
｝
§
一
－
ω
釜
ε
5
日
。
ぎ
。
3
噌
ω
需
巨
ご
①
彊

○
新
刊
紹
介
　
岡
村
司
著
「
民
法
と
壮
會
主
義
」
（
小
池
隆
一
）

第
二
號

私
法
の
飲
陥
に
就
い
て

支
那
府
院
問
題
に
罫
す
る
一
考
察

公
共
團
隅
印
ち
國
家
の
概
念

勢
働
契
約
の
性
質

議
決
椹
株
（
一
V

陪
審
制
度
慶
す
べ
し

峯西小山及西
岸本池崎川本
　辰　又　辰
治之隆次恒之

三助一郎忠助

ご
δ
切
区
Φ
弱
言
ご
ぬ
〔
ご
壇
こ
讐
一
高
c
一
置
o
o
q
o
一
ご
o
げ
亀
ε
一
】
葺
こ
蟻
霞

¢
誉
o
昼
醤
騎
（
剛
霧
暫
誉
一
ざ
同
一
1
～
、
○
犀
　
　
　
一
、
｝
δ
○
（
凶
○
㎏
oQ
＄
旨
ご
○
薦

○
占
部
教
授
の
「
佛
蘭
西
革
命
史
論
」
を
讃
み
て
（
及
川
恒
忠
）
　
0
新

刊
紹
介
　
小
池
隆
一
著
「
法
學
通
論
」
（
峯
岸
治
三
）

第
三
・
四
合
併
號

ア
ン
ゲ
コ
・
ザ
ヶ
ソ
ン
～
國
含
臼

犯
罪
研
究
の
推
移

契
約
の
解
除
に
就
い
！
、

民
法
を
通
じ
で
、
見
た
る
類
推
の
観
念
（
一
）

議
決
権
株
（
二
・
完
）

公
共
團
瞠
即
ち
國
家
の
本
質
に
關
す
る
二
三
の
考
察

占
部
百
太
郎

荻
野
万
之
助

小
池
隆
一

淺
　
井
　

清

西
本
辰
之
助

山
崎
又
次
郎

モ
ラ
ト
リ
ウ
ム
の
概
念
と
日
英
佛
の
實
例
　
　

相
原
文
雅

震
災
善
后
策
の
批
許
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
城
仙
次
郎

姉
妹
の
爲
め
に
す
る
養
子
縁
組
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峯
　
岸
　
治
　
三

〇
麦
那
今
日
の
法
制
（
一
）
（
及
川
恒
忠
）

　
第
三
巻
（
大
正
＋
三
年
度
）

第
剛
號

各
國
憲
法
に
於
け
る
上
院
の
地
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
又
次
郎

親
灌
濫
用
に
關
す
る
二
三
の
考
察
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池
　
隆
　
一

民
法
を
通
じ
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た
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類
推
の
観
念
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本
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一
①
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8
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島
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鐸
鼠
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一
三
菖
o
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鷲
①
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①
影
○
ζ
鉾
δ
（
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
膚
げ
8
α
o
哩
ω
δ
臼
ロ
び
霞
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0
支
那
今
日
の
法
制
（
二
）
（
及
川
恒
忠
）
　
○
民
事
到
例
管
見
誌
（
一
）

　
（
峯
岸
治
三
）

　
第
二
號

政
治
思
想
史
上
憲
法
稜
布
前
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
板
　
倉
　
卓
　
造

消
費
貸
借
に
於
げ
る
借
主
の
返
還
時
期
　
　
　
　
　
　
小
　
池
　
隆
　
一

比
例
代
蓑
法
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
又
次
郎

　
○
民
事
判
例
管
見
誌
（
二
）
（
峯
岸
治
三
）

　
第
三
號

金
解
禁
の
可
否
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
城
仙
次
郎



立
法
の
慨
怠
か
裁
判
の
偏
狭
か

枇
會
と
協
働

エ
ー
ル
リ
ツ
ヒ
の
椹
利
能
力
論
（
一
）

議
會
制
度
の
不
信
用
と
其
改
革

圃
目
Φ
δ
勾
Φ
o
算
oQ

ゆ
β
山
q
冨
α
q
β
ロ
自
q
μ
ヨ
一
辞
o
一
ぴ
胃
Φ

U
Φ
ヨ
o
犀
鍔
菖
Φ
（
b
D
）

　
第
四
號

預
金
部
改
造
に
就
い
て

エ
ー
ル
リ
ツ
ヒ
の
権
利
能
力
論
（
二
）

概
念
の
相
封
性
と
法
律
の
目
的
に
依
る
其
限
界

我
民
法
に
於
け
る
各
種
追
認
の
差
異
（
一
）

　
○
民
事
判
例
管
見
誌
（
三
）
（
峯
岸
治
三
）

第
四
巷
（
大
正
十
四
年
度
）

　
第
一
號

株
式
引
受
の
性
質
に
關
す
る
學
読
と
批
評

工
ー
ル
リ
ツ
ヒ
の
灌
利
能
力
論
（
三
・
完
）

濁
占
贋
格
に
就
き
て
（
上
）

一
∪
凶
①
国
①
O
げ
酔
の
曽
β
名
帥
一
δ
の
O
げ
帥
肪
“
げ
①
一
α
①
旨

国
①
一
9
確
①
浮
算
（
H
）

　
○
支
那
今
日
の
法
制
（
三
・
完
）
（
及
川
恒
忠
）

　
春
著
「
螢
働
法
総
論
」
（
小
池
隆
一
）

西
本
辰
之
助

佐
原
六
　
郎

小
　
池
隆
　
一

板
倉
卓
造

月
ぎ
0
8
り
聾
①
旨
び
①
お

相西小成
原本池瀬
　辰
文之隆義

雅助一春

西
本
辰
之
助

小
池
隆
　
一

高
城
仙
家
郎

目
ぎ
a
曾
禦
①
旨
び
①
彊

O
新
刊
紹
介
　
孫
田
秀

　
第
二
號

濁
占
贋
格
に
就
き
て
（
二
・
完
）

宗
教
改
革
期
政
治
學
説
上
の
チ
ュ
ー
ド
ル
王
制

賃
借
灌
の
譲
渡
及
び
韓
貸
の
制
限
に
就
い
て

政
治
學
史
上
の
マ
キ
ア
ヴ
ヱ
リ
壱
ホ
ツ
ブ
ス
（
一
）

ベ
ン
サ
ム
の
功
利
主
義
的
犯
罪
及
び
刑
罰
観
（
一
）

我
民
法
に
於
け
る
各
種
追
認
の
差
異
（
二
）

U
國
Φ
閃
Φ
o
『
け
の
”
昌
零
暫
犀
の
0
7
”
胎
貯
び
Φ
勘
α
Φ
琶

菊
①
一
畠
霞
①
風
。
算
（
＝
）

　
O
新
刊
紹
介

　
（
小
池
隆
一
）

　
第
三
號

君
主
紳
樒
説

政
治
的
關
心

ヶ
ル
ゼ
ソ
の
樒
力
分
立
論

我
民
法
に
於
け
る
各
種
追
認
の
差
異
（
三
・
完
）

英
法
上
の
合
有
の
観
念
に
付
き
て

　
第
四
號

卸
相
場
甥
小
責
相
場
礎
動
の
一
致
率

鰍
洲
中
世
に
於
け
る
羅
馬
法
に
就
い
て
（
一
）

古
代
及
び
中
世
に
於
け
る
批
會
契
約
思
想

冠
團
と
組
合
（
一
）

高
城
仙
次
郎

相永島小旗

原澤田池
文邦久隆智

雅男吉一雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
げ
Φ
呂
自
ω
3
旨
び
R
㎎

末
川
博
著
「
民
法
に
於
け
る
特
殊
問
題
の
研
究
」
第
一
巻

本相堀佐板
蕪原　原倉
鐵　眞
次文　六卓

郎雅琴郎造

高
城
仙
次
郎

小
池
隆
　
一

島
田
久
吉

西
本
辰
之
助

『
法
學
研
雀
慨
刊
穂
目
さ
覧

二
九
七
　
　
（
一
〇
〇
五
）
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法
學
研
究
』
既
刊
総
目
次
一
覧

二
九
八
　
　
（
一
〇
〇
六
）

O
新
刊
紹
介
　
安
井
英
二
著
「
螢
働
協
約
法
論
」
（
小
池
隆
一
）

第
五
巻
（
大
正
十
五
年
度
）

第
一
號

投
資
物
と
し
て
の
公
債
株
雰
並
に
祉
債
の
優
劣

十
九
世
紀
に
於
け
る
英
國
會
の
改
革

ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
肚
會
法
學
の
螢
達

厭
洲
中
世
に
於
げ
る
羅
馬
法
に
就
い
て
（
二
）

パ
ゥ
ン
ド
の
ア
メ
リ
カ
法
概
論
（
一
）

　
O
民
事
判
例
管
見
誌
（
四
）
（
峯
岸
治
三
）

　
第
二
號

豫
算
難
解
の
理
由

壮
團
と
組
合
（
二
）

欧
洲
中
世
に
於
け
る
羅
馬
法
に
就
い
て
（
三
・
完
）

パ
ウ
ン
ド
の
ア
メ
リ
カ
法
概
論
（
二
）

獅
子
の
組
合

公
船
の
概
念
に
つ
い
て

　
O
英
國
政
治
學
界
近
況
（
潮
田
江
家
）

　
第
三
號

民
事
訴
訟
法
改
正

金
畝
解
禁
の
準
備

齊
買
一
方
の
豫
約
と
試
瞼
費
買
と
の
關
係

公
衆
と
公
論
（
政
治
心
理
學
的
考
察
）

高
城
仙
亥
郎

占
部
百
太
郎

堀
　
　
眞
　
琴

小
池
隆
　
一

峯
岸
治
三

前相峯小西成
原原岸池本瀬
　　　　辰
光文治隆之義

雄雅三一助春

河
村
譲
三
郎

高
城
仙
家
郎

小
池
隆
　
一

佐
原
　
六
　
郎

パ
ウ
ン
ド
の
ア
メ
リ
カ
法
概
論
（
三
）

ベ
ン
サ
ム
功
利
主
義
的
犯
罪
及
び
刑
罰
観
（
二
）

　
第
四
號

英
國
憲
法
の
獲
達
と
法
律
家

飢
雑
違
憲
の
植
民
地
法
制

法
律
生
活
の
安
定
に
就
い
て
の
考
察

パ
ウ
ン
ド
の
ア
メ
リ
カ
法
概
論
（
四
）

パ
ウ
ン
ド
の
法
律
と
道
徳
（
一
）

譲
魯
一
お
。
客
g
α
≦
菩
一
冥
斐
広
日

ω
○
毛
」
①
け
霊
鴇
鼠
且

第
六
巻
（
昭
和
二
年
度
）

峯
岸
治
　
三

永
澤
邦
男

山
崎
又
亥
郎

西
本
辰
之
助

堀
江
專
一
郎

峯
岸
治
三

前
原
光
雄

男
巴
○
協
●
U
磐
b
Φ
o
N
巴
寓
①
庸

　
第
一
號

初
期
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
民
権
論
と
コ
ン
モ
ン
法
　

棋
　
智
雄

國
家
祉
會
學
の
概
念
と
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掘
　
　
　
眞
　
　
琴

農
村
棲
利
箏
闘
の
進
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
　
原
　
文
　
雅

パ
ウ
ン
ド
の
法
律
と
道
徳
（
二
）
　
　
　
　
前
原
光
雄

　
第
二
號

恐
慌
の
導
火
線
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
城
仙
亥
郎

祉
團
と
組
合
（
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
本
辰
之
助

ベ
ン
サ
ム
の
功
利
主
義
的
犯
罪
及
び
刑
罰
観
（
三
・
完
）
永
　
澤
　
邦
　
男

パ
ウ
ン
ド
の
法
律
と
道
徳
（
三
・
完
）
　
　
　
前
原
光
雄



N
①
一
言
冨
鵯
く
①
二
護
信
邑
ω
。
ご
崖
宏
6
0
一
一
Φ
器
。
ざ
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
げ
Φ
a
8
0Q
叶
霞
β
び
霞
鮫

　
第
三
號

英
國
現
司
法
制
度
概
観
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
占
部
百
太
郎

肚
團
と
組
合

（
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
本
辰
之
助

國
債
の
法
律
構
成
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
　
原
　
文
　
雅

　
O
故
ポ
ー
ル
・
ヅ
ィ
ノ
グ
ラ
ド
フ
教
授
（
峯
岸
治
三
・
三
井
義
人
）

　
第
四
號

各
國
に
於
け
る
比
例
代
表
法
の
脛
瞼
（
一
）

維
新
當
時
の
郡
縣
思
想
（
一
）

國
債
の
法
律
構
成
（
二
・
完
）

デ
ュ
ギ
イ
の
主
権
否
認
論
と
國
際
法
（
一
）

国
り
Φ
一
Φ
菊
Φ
o
算
蹄
昌
山
q
昌
⑬
g
昌
自
目
β
g
一
9
①
一
び
弩
Φ

U
①
ヨ
○
評
胃
㊤
試
①
（
自
目
）

　
O
新
刊
紹
介

前相堀山
原原　崎

光文楼

雄雅琴郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
｝
】
①
＆
o
り
の
ε
暮
び
①
り
的

占
部
百
太
郎
著
「
英
國
憲
政
史
」
（
根
智
雄
）

第
七
巻
（
昭
和
三
年
度
）

　
第
關
號

地
租
委
譲
に
就
い
て

各
國
に
於
け
る
比
例
代
表
法
の
脛
験
（
二
・
完
）

批
團
と
組
合
（
五
・
完
）

・
ン
ブ
ロ
ー
ゾ
の
生
來
犯
罪
人
論

永西山成
澤本崎瀬
　辰叉
邦之亥義

男助郎春

エ
ー
ル
リ
ヅ
ヒ
の
「
自
由
な
る
法
律
護
見
及
び
自
由
法
學
」
（
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
本
辰
之
助

写
画
Φ
即
①
魯
訂
冒
身
罐
鐸
邑
昌
昆
9
Φ
一
び
弩
Φ

U
Φ
目
o
ぼ
暮
一
①
（
一
＜
）
　
　
　
　
　
　
目
ぎ
a
o
り
望
Φ
§
び
①
茜

　
第
二
號

外
交
官
の
男
Φ
田
o
β
四
晦
円
彗
鉾
と
㊤
α
q
融
目
Φ
昌
辟
に

關
す
る
一
悪
例
と
し
て
の
ヒ
ル
事
件
　
　
　
　
　
　
　
板
　
倉
　
卓
　
造

維
新
當
時
の
郡
縣
思
想
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
　
　
　
眞
　
　
琴

行
政
の
概
念
の
更
新
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淺
　
　
井
　
　
清

沈
獣
の
敷
用
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
　
原
　
文
　
雅

写
9
①
閃
①
。
耳
の
曾
身
夷
百
呂
§
且
9
Φ
一
び
讐
①

b
Φ
琶
o
ぼ
暮
一
Φ
（
＜
）
　
　
　
　
　
　
　
目
ぎ
a
。
円
ω
θ
Φ
旨
び
①
彊

　
第
三
號

勢
働
者
と
月
給
取
の
生
活
状
態
の
比
較

捲
保
附
瀧
債
信
託
法
の
不
備
に
就
い
て
の
小
見

濁
逸
憲
法
の
若
干
の
考
察
（
一
）

鑛
業
抵
當
論

デ
ュ
ギ
イ
の
主
椹
否
認
論
と
國
際
法
（
二
）

監
獄
改
良
蓮
動
の
先
駆
者
、
ジ
ョ
ン
・
ハ
ワ
ー
ド

　
　
ー
彼
れ
の
生
涯
と
そ
の
業
績
ー

　
第
四
號

猫
逸
憲
法
の
若
干
の
考
察
（
二
・
完
）

高
城
仙
次
郎

　
　
栗

　
　
淺

　
　
栗

　
　
前

（
一
）
永

澤原栖井栖

邦光越　魁

男雄夫清夫

淺
　
井

清

『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
象
一
覧

二
九
九
　
　
（
一
〇
〇
七
）



『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
次
一
覧

三
〇
〇
　
　
（
一
〇
〇
八
）

デ
ュ
ギ
イ
の
主
樫
否
認
論
と
國
際
法
（
三
・
完
）
　

前
原
光
雄

工
i
ル
リ
ヅ
ヒ
の
「
自
由
な
る
法
律
稜
見
及
び
自
由
法
學
」
（
二
・
完
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
本
辰
之
助

写
①
一
①
閃
①
。
｝
詳
呂
呂
琶
騎
目
昌
q
冨
且
9
Φ
ぎ
鶴
Φ

U
Φ
葺
0
5
餌
試
①
（
≦
）
　
　
　
　
　
　
　
目
ぎ
a
O
り
oo
ぴ
Φ
旨
び
①
彊

第
八
巻
（
昭
和
四
年
度
）

　
第
一
號

エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
が
行
使
し
た
大
権
の
範
園

濁
逸
憲
法
の
若
干
の
考
察
（
三
・
完
）

法
律
及
び
契
約
の
樒
威
の
頽
慶
に
就
い
て
（
一
）

の
け
”
げ
g
け
o
目
詳
一
〇
ω

　
第
二
號

濁
逸
國
民
の
基
本
権
及
基
本
義
務

政
治
概
念
の
批
會
進
化
史
的
考
察

　
ー
ウ
ー
ノ
ル
ド
政
治
概
念
研
究
ー

法
律
及
び
契
約
の
椹
威
の
頽
廣
に
就
い
て
（
二
・
完
）

商
法
第
二
百
條
瀧
債
絡
額
の
制
限
に
就
い
て

　
第
三
號

純
梓
法
學
的
國
家
概
念
の
創
設

亭
便
切
下
の
可
否

O
曾
巳
一
の
私
法
論
（
一
）

≦

あ小淺占

1池瑠
鼠隆太
ゆ

＝一清郎

淺
　
井
　
　
溝

堀
　
　
眞
　
琴

小
池
隆
　
一

栗
栖
魁
夫

小高淺
池揺井

隆家

一郎清

監
獄
改
良
蓮
動
の
先
騙
者
ジ
ョ
ソ
・
ハ
ワ
ー
ド
（
二
）
　
永
　
澤
　
邦
　
男

　
i
彼
れ
の
生
涯
と
業
績
i

國
際
李
和
思
想
稜
達
の
史
的
概
観
（
一
）
　
　
　
前
原
光
雄

目
げ
Φ
目
”
巧
o
臨
毎
り
玄
寓
暮
凶
o
昌
①
讐
孟
鏡
名
胃
3
　
1
＜
。
乙Q
唱
目
目
霞
自
①
蔵

　
第
四
號

捲
保
附
批
債
信
託
法
の
研
究
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
栗
　
栖
　
魁
　
夫

O
O
旨
昌
の
私
法
論
（
二
）
　
　
　
　
　

小
池
隆
一

國
際
平
和
思
想
襲
達
の
史
的
概
観
（
二
）
　
　
　
　
　
　
前
　
原
　
光
　
雄

目
ざ
要
ω
零
8
0
騰
国
o
ヨ
讐
9
・
ぐ
　
　
　
醤
8
山
。
肖
望
①
葺
げ
①
霞

　
第
九
巻
（
昭
和
五
年
度
）

　
第
閣
號

商
法
改
正
私
見
（
一
）

捲
保
附
祉
債
信
託
法
の
研
究
（
二
）

O
霞
忌
一
の
私
法
論
（
三
・
完
）

私
法
に
現
れ
た
る
豫
防
観
と
解
決
観

國
際
李
和
思
想
稜
達
の
史
的
概
観
（
三
・
完
）

唐
瞬
Φ
暮
の
嘗
冒
の
弩
讐
8
■
蝉
胡

　
O
拙
著
「
憲
法
絡
論
」

　
又
次
郎
）
　
O
新
刊
紹
介

　
（
小
池
隆
一
）

　
第
二
號

無
能
力
者
の
詐
術
に
就
い
て

≦

あ前相小栗西
琶原原池栖本
B　　　　辰
当光文隆魁之
ゆ

箆雄雅一夫助

に
封
す
る
宮
澤
俊
義
氏
の
批
評
に
就
い
て
（
山
崎

　
フ
ラ
ン
ス
學
會
編
「
フ
ラ
ソ
ス
の
祉
會
科
學
」

小
池
隆
　
一



英
國
憲
法
政
治
の
攣
調

レ
シ
テ
ル
ヌ
イ
捕
獲
事
件
に
關
す
る
當
時
の
日
本

外
務
省
辮
明
書
（
一
）

國
民
政
府
の
財
政
方
針

陪
審
に
關
す
る
最
近
二
三
の
間
題

シ
ャ
ル
モ
ン
の
私
法
攣
蓬
論
の
一
節
（
二
・
完
）

国
Φ
巨
b
β
β
辟
①
山
霞
目
Φ
ぼ
①
ω
＄
日
日
一
①
お

　
O
新
刊
紹
介

近
代
國
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掘
　
　
眞
　
琴

澹
保
付
砒
債
信
託
法
の
研
究
（
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
栗
　
栖
　
魁
　
夫

日
本
銀
行
の
法
的
組
織
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
　
原
　
文
　
雅

ω
巴
o
o
協
O
o
o
駐
＾
“
を
幽
巳
一
巴
一
国
餌
β
一
鼠
と
　
　
　
≦
●
の
層
B
］
B
Φ
吋
油
Φ
疑

　
O
新
刊
紹
介
　
我
妻
榮
著
「
民
法
総
則
」
（
小
池
隆
一
）
、
鳩
山
秀
夫
著

　
「
民
法
研
究
第
二
雀
（
物
罐
）
」
（
小
池
隆
一
）
、
フ
ラ
ン
ス
私
法
最
近
の
文

隙
（
小
池
隆
一
）

　
第
三
號

櫃
密
院
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淺
　
井
　
　
清

支
那
憲
法
史
抄
　
　
　
　
　
　
　

及
川
恒
、
忠

シ
ャ
ル
モ
ン
の
私
法
墜
遽
論
の
一
節
（
一
）
　
　

小
池
隆
一

　
〇
新
刊
紹
介
　
石
田
文
次
郎
著
「
現
行
民
法
絡
論
」
（
小
池
隆
一
）
、
フ
ラ

　
ソ
ス
私
法
最
近
の
文
獄
（
小
池
隆
一
）

　
第
四
號

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
占
部
百
太
郎

小坂及板

池本川倉

隆英恒卓

一雄忠造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
ざ
o
α
o
り
ω
ひ
Φ
醤
び
①
渥

長
場
正
利
課
「
ザ
ヴ
ィ
ニ
ー
・
テ
ィ
ボ
ー
法
典
論
議
」

（
小
池
隆
一
）
、
石
田
芳
穗
氏
謁
「
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
債
灌
法
理
論
」

隆
一
）
、
フ
ラ
ン
ス
私
法
最
近
の
文
獄
（
小
池
隆
一
）

第
十
巷
（
昭
和
六
年
度
）

　
第
嗣
號

英
國
に
於
け
る
歴
史
法
學

レ
シ
テ
ル
ヌ
イ
捕
獲
事
件
に
關
す
る
當
時
の
日

本
外
務
省
辮
明
書
（
二
・
完
）

イ
ギ
リ
ス
讃
擦
法
概
論
（
一
）

近
代
私
法
に
於
け
る
基
礎
概
念
の
研
究
（
一
）

　
O
イ
ギ
リ
ス
法
到
例
雑
考
（
一
）
（
峯
岸
治
三
）

　
ン
ヘ
ッ
ト
（
峯
岸
治
三
）

　
第
二
號

捲
保
付
肚
債
信
託
法
の
研
究
（
四
・
完
）

日
本
銀
行
の
法
的
組
織
（
二
・
完
）

ジ
エ
レ
ミ
ー
・
ベ
ソ
タ
ム
と
法
律
學

　
O
イ
ギ
リ
ス
法
到
例
雑
考
（
二
）
（
峯
岸
治
三
）

　
第
三
號

イ
ギ
リ
ス
鐙
擦
法
概
論
（
二
）

近
代
私
法
に
於
け
る
基
礎
概
念
の
研
究
（
二
）

イ
ギ
リ
ス
法
到
例
雑
考
（
二
）

　
第
四
號

根

（
小
池

智
　
雄

　
　
板
　
倉
卓
　
造

　
　
峯
岸
治
三

　
　
今
泉
孝
太
郎

O
故
ロ
ー
ド
・
バ
ー
ク

峯相栗

村原栖

光文遇

郎雅夫

峯今峯
岸泉岸
　孝
治太治

三郎三

『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
次
蕎
見

三
〇
一

（
一
〇
〇
九
）



『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
次
一
覧

三
〇
二
　
　
（
一
〇
一
〇
）

イ
ギ
リ
ス
謹
掠
法
概
論
（
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峯
　
岸
　
治
　
三

國
民
政
府
外
交
部
の
現
組
織
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
英
　
　
修
　
道

　
O
憲
法
行
政
到
例
研
究
（
一
×
淺
井
清
）
　
0
イ
ギ
リ
ス
法
到
例
雑
考
（
四
）

　
（
峯
岸
治
三
）
　
O
小
田
切
本
「
日
本
國
憲
按
」
及
附
局
資
料
（
淺
井
清
）

第
十
｝
巷
（
昭
和
七
年
度
）

　
第
隅
號

佛
法
に
於
け
る
事
務
管
理
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
池
　
隆
　
一

自
由
の
正
義
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潮
　
田
　
江
　
次

民
法
に
於
け
る
不
作
爲
の
現
象
學
的
研
究
（
一
）
　
　
今
泉
孝
太
郎

　
0
英
國
議
會
制
度
の
傳
承
に
關
す
る
資
料
（
一
）
（
淺
井
清
）
　
O
イ
ギ
リ

　
ス
法
到
例
雑
考
（
五
）
（
峯
岸
治
三
）
　
〇
一
．
ざ
O
o
房
試
言
試
9
9

　
鼠
冨
コ
ξ
ご
㌘
Z
冒
暮
。Q
＝
鍔
旨
一
口
器
9
（
淺
井
清
）

　
第
二
號

佛
法
に
於
け
る
事
務
管
理
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
小
　
池
　
隆
　
一

イ
ギ
リ
ス
讃
振
法
概
論
（
四
）
　
　
　
　
　
峯
岸
治
三

民
法
に
於
け
る
不
作
爲
の
現
象
學
的
研
究
（
二
）
　
　
　
今
泉
孝
太
郎

ル
ド
ル
フ
・
フ
ン
・
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
と
目
的
法
學
　

峯
村
光
郎

　
O
英
國
議
會
制
度
の
傳
承
に
關
す
る
資
料
（
二
）
（
淺
井
清
）
　
O
民
事
到

　
例
研
究
（
小
池
隆
一
）
0
イ
ギ
リ
ス
法
釧
例
雑
考
（
六
）
（
峯
岸
治
三
）

　
第
三
號

厭
米
杜
債
法
制
と
爾
法
系
の
封
立
（
一
）
　
　
　
　
　
　
栗
　
栖
　
越
　
夫

イ
ギ
リ
ス
諦
振
法
概
論
（
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峯

ベ
ル
ギ
ー
に
於
け
る
近
代
行
刑
制
度
の
護
達
（
一
）
　
　
永

中
華
民
國
「
不
李
等
條
約
」
逐
條
研
究
（
一
）
　
　
　
　
英

　
O
英
米
法
記
事

　
第
四
號

厭
米
批
債
法
制
と
爾
法
系
の
野
立
（
二
）
　
　
　
　
　
　
栗

ベ
ル
ギ
ー
に
於
け
る
近
代
行
刑
制
度
の
獲
達
（
二
・
完
）
永

民
事
訴
訟
法
第
七
十
條
に
所
謂
裁
判
の
敷
力
の
本
質
を
論
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮

中
華
民
國
「
不
李
等
條
約
」
逐
條
研
究
（
二
）
　
　
　
　
英

　
0
英
米
法
記
事

第
十
二
巻
（
昭
和
八
年
度
）

　澤岸
修邦治

三男道

澤栖

邦遇

男夫

崎
澄

　
修

道夫

　
第
閣
號

支
那
政
蕪
史
抄
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
及
　
川
　
恒
　
忠

自
由
民
灌
思
想
と
佛
蘭
西
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
の
人
々
（
一
）
島
　
田
　
久
　
吉

鰍
米
肚
債
法
制
と
爾
法
系
の
封
立
（
三
・
完
）
　
　
　
　
栗
　
栖
　
魁
　
夫

中
華
民
國
「
不
李
等
條
約
」
逐
條
研
究
（
三
）
　
　
　
　
英
　
　
修
　
　
道

民
法
に
於
け
る
不
作
爲
の
現
象
學
的
研
究
（
三
）
　
　
今
泉
孝
太
郎

　
0
文
隙
紹
介
　
ω
〇
三
9
臼
は
9
⇔
民
＜
α
蒔
○
寡
9
算
｝
＜
書
O
眉
国
鷲
一

　
因
餌
β
d
国
の
♪
屋
o
。
b
o
●
（
前
原
光
雄
）
　
O
鋼
例
　
O
英
米
法
記
事

　
第
二
號



フ
ォ
ク
ラ
ソ
ド
島
の
蹄
馬
問
題
（
一
）
　
　
　
　
　
　
板

支
那
政
蕪
史
抄
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
及

室
職
法
規
序
論
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前

イ
ギ
リ
ス
謹
振
法
概
論
（
六
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峯

自
由
民
灌
思
想
と
佛
蘭
西
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
の
人
々
（
二
）
島

ア
ン
ト
ン
・
メ
ン
ガ
ア
の
法
曹
派
批
會
主
義
理
論
　
　
　
峯

　
O
最
近
國
際
政
治
情
勢
　
O
法
學
界
事
報
　
O
文
隙
紹
介

　
「
危
機
に
あ
る
民
主
政
治
」
（
潮
田
江
次
）
　
O
到
例

　
第
三
號

準
契
約
に
就
い
て
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小

室
職
法
規
序
論
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前

ケ
ル
ゼ
ソ
と
國
家
及
政
治
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潮

中
華
民
國
「
不
李
簿
條
約
」
逐
條
研
究
（
六
）
　
　
　
　
英

　
0
資
料

村田岸原川倉

光久治光恒卓

郎吉三雄忠造

ラ
ス
キ
ー
著

O
英
米
法
記
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
　
隆
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
光
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
江
　
亥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修
　
道

　
　
　
　
　
伊
藤
本
「
國
憲
」
及
「
國
憲
草
按
各
議
官
意
見
書
」
（
淺
井
清
）
、

　
ベ
ル
ジ
ッ
ク
に
於
げ
る
精
紳
異
状
犯
罪
者
並
に
累
犯
者
に
野
す
る
批
會
防

　
衛
法
實
施
ニ
ケ
年
の
業
績
に
就
い
て
（
永
澤
邦
男
）
　
O
法
學
界
事
報

　
O
最
近
國
際
政
治
情
勢
　
O
文
獄
紹
介
　
及
川
恒
忠
教
授
撰
「
支
那
政
治

　
組
織
の
研
究
」
（
島
田
久
吉
）
　
O
到
例
　
O
英
米
法
記
事

　
第
四
號

フ
ォ
ク
ラ
ソ
ド
島
の
謙
馬
問
題
（
二
）
　
　
　
　
　
　
板
倉
卓
造

準
契
約
に
就
て
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
池
　
隆
　
一

イ
ギ
リ
ス
讃
擦
法
概
論
（
七
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峯
　
岸
　
治
　
三

法
律
要
當
の
本
質
及
根
擦
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉
孝
太
郎

フ
レ
ー
ザ
ー
の
呪
術
師
君
主
論
　
　
　
　

伊
藤
政
寛

英
法
に
於
け
る
公
信
託
（
弓
5
乞
ぽ
．
守
房
叶
）
に
付
て
（
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齋
藤
壽
郎

　
O
資
料
・
買
牧
選
墾
と
米
合
衆
國
州
憲
法
の
規
定
に
つ
い
て
（
島
田
久
吉
）

　
O
最
近
國
際
政
治
情
勢
　
O
法
學
界
事
報
　
O
文
献
紹
介
　
ハ
ー
ン
シ
ョ

　
ウ
著
「
英
國
に
お
け
る
保
守
主
義
」
（
一
九
三
三
年
）
（
潮
田
江
次
）
　
O

　
判
例
　
O
英
米
法
記
事

　
第
十
三
巻
（
昭
和
九
年
度
）

　
第
国
號

フ
ォ
ク
ラ
ン
ド
島
の
蹄
属
問
題
（
三
・
完
）
　
　
板
倉
卓
造

英
國
初
期
の
土
地
信
託
と
普
通
法
裁
到
所
　
　

栗
栖
魁
夫

室
戦
法
規
序
論
（
三
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
　
原
　
光
　
雄

政
治
組
織
の
心
理
學
的
再
槍
討
　
　
　
　

米
山
桂
三

　
ー
グ
ラ
ム
・
ウ
廿
ル
ラ
ス
に
櫨
る
一
考
察
－

法
律
愛
當
の
本
質
及
根
振
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
今
泉
孝
太
郎

英
法
に
於
け
る
公
信
託
（
頃
9
乞
8
円
霊
辞
）
に
付
て
（
中
）
齋
藤
壽
郎

oQ

訂
Φ
β
磯
円
Φ
o
算
‘
β
α
国
白
㎡
犀
Φ
詳
o
o
お
9
け
　
　
目
ご
Φ
9
0
り
幹
霞
冒
げ
霞
㎎

　
○
資
料
　
張
知
本
氏
の
「
民
國
憲
法
起
草
意
見
」
の
解
説
（
及
川
恒
忠
）
、

　
漢
課
「
國
憲
」
の
護
見
（
淺
井
清
）
O
最
近
國
際
政
治
情
勢
○
文
獣
紹

　
介
カ
ア
ル
・
シ
ュ
ミ
ジ
ト
「
國
家
、
蓮
動
、
人
民
」
（
潮
田
江
次
）
　
O
到
例

『
法
學
研
究
』
既
刊
絡
目
数
一
覧

三
〇
三
　
　
（
一
〇
一
一
）



『
法
學
碍
究
』
既
刊
総
目
次
一
覧

　
第
二
號

自
由
民
椹
思
想
と
佛
蘭
西
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
の
人
ゑ
三
）
島
　
田
　
久
　
吉

千
九
百
三
十
三
年
十
月
の
猫
逸
民
事
訴
訟
法
の
改
正
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
　
崎
　
澄
　
夫

株
式
會
肚
代
表
態
様
の
分
類
と
代
表
者
資
絡
詮
明
の
方
法
　
相
　
原
　
文
　
雅

封
建
君
主
と
L
て
の
フ
ラ
ン
ス
國
王
　
　
　
　
伊
藤
政
寛

英
法
に
於
け
る
公
信
託
（
℃
9
菖
ざ
目
円
扇
け
）
に
就
て
（
下
・
完
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齋
藤
壽
郎

　
○
塗
貝
料
　
く
7
h
口
に
於
猛
り
り
勾
ヘ
ン
リ
ー
・
メ
ー
ソ
（
峯
岸
仏
偵
一
二
）
　
O
且
取
近

　
國
際
政
治
情
勢
　
O
到
例
　
O
英
米
法
記
事

　
第
三
號

マ
キ
ヤ
交
リ
「
國
君
論
」
辮
（
一
）
　
　
　
　
潮
田
江
次

露
西
亜
の
法
律
哲
學
に
於
け
る
現
象
學
的
傾
向
　
　
　
　
今
泉
孝
太
郎

中
華
民
國
「
不
李
等
條
約
」
逐
條
研
究
（
五
・
完
）
　
　
英
　
　
修
　
道

H
＼
①
の
ω
○
唱
門
O
Φ
O
山
信
］
》
、
O
一
叶
O
一
く
鵠
H
ッ
N
餌
β
O
”
一
の
鋸
O
α
Φ
胃
5
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
Φ
g
身
田
9
山
Φ
］
即
三
〇
鍔
β
α
一
警
①

　
∩
）
最
近
國
際
政
治
情
勢
　
0
判
例

　
第
四
號

グ
ロ
チ
ウ
ス
の
滑
岸
領
海
思
想
　
　
　
　
　
前
原
光
雄

マ
キ
ヤ
ゴ
リ
「
國
君
論
」
辮
（
二
・
完
）
　
　
　
潮
田
江
次

「
祉
會
行
爲
」
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
　
山
　
桂
　
三

　
i
エ
ル
ウ
ジ
ド
に
擦
る
研
究
ー

三
〇
四
　
　
（
一
〇
二
一
）

フ
ェ
ル
ヂ
ナ
ン
ヂ
・
ラ
ゾ
セ
ル
の
民
主
主
義
的
法
理
論
　
峯
　
村
　
光
　
郎

　
O
故
高
城
仙
亥
郎
博
士
省
像
　
0
資
料
　
後
の
行
爲
の
謹
擦
（
峯
岸
治
三
）

　
0
最
近
國
際
政
治
情
勢
　
○
到
例

　
第
十
四
巻
（
昭
和
十
年
度
）

　
第
繭
號

改
正
衆
議
院
議
員
選
撃
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
又
家
郎

受
領
逞
滞
と
債
灌
者
の
受
領
義
務
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ

イ
ギ
リ
ス
讃
擦
法
概
論
（
八
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峯

海
法
到
例
研
究
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島

ア
テ
ネ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊

　
○
時
論
　
ザ
ー
ル
の
國
際
統
治
制
度
終
る
（
前
原
光
雄
）

　
政
治
情
勢
　
O
法
學
界
事
報
　
O
文
獄
紹
介
　
三
谷
隆
正

　
理
」
（
峯
村
光
郎
）
　
0
到
例

　
米
法
研
究
會
編
）

　
第
二
號

委
員
會
政
治
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島

抵
當
灌
從
罵
性
の
本
質
的
否
定

竃
o
α
①
g
U
①
〈
Φ
一
暑
冒
①
耳
の
日
｝
＜
貯
菖
g
H
讐
5

乞
㊤
菖
O
目
餌
一
9
昌
創
一
β
け
Φ
り
目
餌
菖
O
冨
餌
一
。
　
　
　
　
　
　
　
『
O
げ
冨
自
、

　
O
資
料
　
ベ
ル
ギ
ー
オ
ー
グ
ス
ト
ラ
ー
テ
ソ
「
ブ
リ
ゾ
ン
・

　
を
襯
る
（
永
澤
邦
男
）
　
0
最
近
國
際
政
治
情
勢

池
　
隆
　
一

岸
　
治
　
三

谷
　
英
　
郎

藤
政
寛

0
最
近
國
際

「
法
律
哲
學
原

O
本
邦
英
米
法
文
獄
目
録
（
慶
懸
義
塾
英

　
　
田
　
久
　
吉

今
泉
孝
太
郎

　
　
　
　
≦
凝
B
o
お

　
　
　
　
エ
コ
ー
ル
」

O
丈
隙
紹
介
英
修
道



　
米
法
文
蹴
目
録
（
慶
懸
義
塾
英
米
法
研
究
會
編
）

　
第
三
號

革
命
の
遠
兆
と
し
て
の
外
國
族
行
（
上
）
　
　
　
　
　
　
板
　
倉
　
卓
　
造

　
1
（
我
維
新
史
に
就
て
革
命
理
論
上
の
一
考
察
）
－

佛
法
に
於
け
る
契
約
の
解
除
に
就
て
（
一
）
　
　
小
池
隆
一

イ
ギ
リ
ス
讃
擦
法
概
論
（
九
）
　
　
　
　
　
峯
岸
治
三

監
獄
改
良
蓮
動
家
と
し
て
の
ジ
ョ
ン
・
ハ
ワ
ー
ド
の
思
想
と
業
績
（
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
　
澤
　
邦
　
男

法
源
と
し
て
の
條
約
　
　
　
　
　
　

前
原
光
雄

中
米
運
河
計
聲
と
パ
ナ
マ
に
於
け
る
米
國
の
地
位
　
　
　
英
　
　
　
修
　
　
道

　
O
最
近
國
際
政
治
情
勢
　
O
判
例

　
第
四
號

革
命
の
遠
兆
と
し
て
の
外
國
族
行
（
下
）
　
　
　
板
倉
卓
造

　
ー
（
我
維
新
史
に
就
て
革
命
理
論
上
の
一
考
察
）
1

佛
法
に
於
け
る
契
約
の
解
除
に
就
て
（
二
・
完
）
　
　
　
小
　
池
　
隆
　
一

イ
ギ
リ
ス
讃
擦
法
概
論
（
一
〇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峯
　
岸
　
治
　
三

「
心
意
の
襲
達
」
と
「
目
的
の
進
化
」
　
　
　
　
　
　
米
　
山
桂
　
三

　
ー
ホ
ブ
ハ
ウ
ス
に
櫨
る
研
究
ー

ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ス
の
肚
會
契
約
論
（
一
）
　
　
戸
鞠
雅
彦

　
1
（
「
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
」
の
功
利
論
的
性
絡
）
ー

　
O
最
近
國
際
政
治
情
勢
　
○
到
例
　
○
本
邦
英
米
法
文
蹴
目
録
（
慶
感
義

　
君
著
「
備
洲
國
と
門
戸
開
放
問
題
」
（
及
川
恒
忠
）
　
O
到
例
　
O
本
邦
英

塾
英
米
法
研
究
會
編
）

第
十
五
巻
（
昭
和
十
一
年
度
）

　
第
一
號

イ
ギ
リ
ス
詮
振
法
概
論
（
一
一
・
完
）

所
謂
「
國
家
外
の
政
治
現
象
」
に
就
い
て
（
上
）

近
世
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
王
灌
の
蓬
頭
（
上
）

ハ
ム
ラ
ビ
法
典
（
紀
元
前
廿
世
紀
）
の
階
級
性

信
託
法
制
の
歴
史
的
稜
達
と
其
の
理
論
（
一
）

　
O
最
近
國
際
政
治
情
勢
　
O
到
例

　
塾
英
米
法
研
究
會
）

　
第
二
號

所
謂
「
國
家
外
の
政
治
現
象
」
に
就
い
て
（
中
）

郡
縣
思
想
の
稜
達
（
一
）

佛
國
批
債
法
及
新
立
法

河井伊潮峯

邊上藤田岸

幸芳政江治

吉郎寛次三

O
本
邦
英
米
法
文
獣
目
録
（
慶
鷹
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潮
田
江
　
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淺
　
井
　
　
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栗
栖
魁
　
夫

債
務
引
受
契
約
と
第
三
者
の
爲
に
す
る
契
約
と
の
異
同
（
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
原
文
雅

　
O
資
料
梯
波
土
署
「
主
椹
論
」
（
明
治
十
六
年
）
（
戸
鞠
雅
彦
）
○
最
近

　
國
際
政
治
情
勢
　
○
判
例
　
O
新
法
令
　
O
本
邦
英
米
法
文
獄
目
録
（
慶

　
懸
義
塾
英
米
法
研
究
會
）

　
第
三
號

郡
縣
思
想
の
稜
達
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淺
　
井
　
　
清

『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
弐
一
覧

三
〇
五
　
　
（
一
〇
一
三
）



『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
次
一
覧

三
〇
六
　
　
（
一
〇
一
四
）

韓
質
の
法
律
上
の
性
質
及
び
致
果
に
就
い
て

所
謂
「
國
家
外
の
政
治
現
象
」
に
就
い
て
（
下
）

一
九
二
七
年
・
南
京
事
件

信
託
法
制
の
歴
史
的
號
達
と
其
理
論
（
二
）

本
能
と
政
治
（
一
）

シ
ュ
メ
ル
法
に
現
は
る
る
家
族
制
度
（
一
）

　
0
資
料
　
鼠
冒
巳
。
Q
9
①
賃
守
暮
お
9
蔑
9
①

　
（
内
9
鷺
O
H
琶
巴
鍔
日
帥
）
　
O
判
例
研
究

井米河英潮小

上山邊　田池
芳桂幸修江隆

郎三吉道弐一

ω
o
邑
①
お
0
8
訂
聾
騎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
位
辮
濟
と
抵
常
罐
の
移
轄

登
記
・
契
約
解
除
と
返
還
す
べ
き
物
件
の
使
用
料
（
小
池
隆
一
）
、
民
法

第
九
七
三
條
の
意
義
（
峯
岸
治
三
）

録
（
慶
雁
義
塾
英
米
法
研
究
會
）

第
四
號

O
剣
例
　
○
本
邦
英
米
法
文
隙
目

郡
縣
思
想
の
登
達
（
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淺

シ
ュ
メ
ル
法
に
現
は
る
る
家
族
制
度
（
二
・
完
）
　
　
　
井

近
世
フ
ラ
ソ
ス
に
於
け
る
王
灌
の
擾
頭
（
中
）
　
　
　
　
伊

法
と
強
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峯

債
務
引
受
契
約
と
第
三
者
の
爲
に
す
る
契
約
と
の
異
同
（
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相

　
0
到
例
研
究

村藤上井

光政芳

郎寛郎清

原
　
文

雅

　
　
　
　
　
　
同
時
履
行
の
抗
辮
椹
と
不
當
利
得
・
債
務
履
行
の
引
受
と

第
三
者
の
爲
め
に
す
る
契
約
（
小
池
隆
一
）
0
最
近
國
際
政
治
情
勢
0
到

例
0
本
邦
英
米
法
文
献
目
録
（
慶
懸
義
塾
英
米
法
研
究
會
）

第
十
六
巻
（
昭
和
十
二
年
度
）

　
第
嗣
號

常
設
委
員
會
の
活
動
に
關
す
る
一
考
察
（
上
）
　
　
　
　
島
　
田
　
久
　
吉

既
到
力
の
主
観
的
範
園
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
　
崎
　
澄
　
夫

本
能
と
政
治
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
　
山
　
桂
　
三

信
託
法
制
の
歴
史
的
獲
達
と
其
理
論
（
三
）
　
　
河
邊
幸
吉

　
O
資
料
　
イ
ギ
リ
ス
擦
訴
院
判
決
－
口
頭
誹
殿
事
件
（
峯
岸
治
三
）
、

　
米
國
各
州
法
制
上
に
於
け
る
市
の
分
類
に
つ
い
て
（
一
）
（
島
田
久
吉
）

　
O
最
近
國
際
政
治
情
勢
　
O
到
例
　
O
本
邦
英
米
法
文
獄
目
録
（
慶
懸
義

　
塾
英
米
法
研
究
會
）

　
第
二
號

政
治
學
の
封
象
に
つ
い
て
－
戸
澤
教
授
を
駁
す
（
一
）
　
潮
　
田
　
江
　
次

シ
ュ
メ
ル
法
と
婦
人
の
地
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
芳
　
郎

　
0
資
料
　
濁
逸
私
法
學
の
情
勢
と
任
務
（
今
泉
孝
太
郎
）
、
　
ア
ル
ヴ
ァ
レ

　
ズ
「
現
代
國
際
法
の
墓
本
的
綱
領
及
び
大
原
則
の
宣
言
」
（
前
原
光
雄
）

　
0
到
例
研
究
　
法
定
地
上
権
の
勤
抗
力
・
不
法
行
爲
の
損
害
賠
償
と
治
療

　
費
（
小
池
隆
一
）
0
最
近
國
際
政
治
情
勢
O
文
献
紹
介
　
ホ
ヅ
ブ
ス
著

　
「
政
治
哲
學
の
墓
礎
と
生
成
」
（
戸
鞠
雅
彦
）
0
到
例
0
本
邦
英
米
法
文

　
獄
目
録
（
慶
雁
義
塾
英
米
法
研
究
會
）

　
第
三
號

郡
縣
思
想
の
叢
達
（
四
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淺
　
　
井
　
　
　
清

政
治
學
の
野
象
に
つ
い
て
ー
戸
澤
教
授
を
駁
す
（
二
・
完
）
潮
　
田
　
江
　
次

信
託
法
制
の
歴
史
的
獲
達
と
其
の
理
論
（
四
）
　
　
河
邊
幸
吉



　
○
資
料
　
伊
藤
博
文
の
聰
け
る
ス
タ
イ
ン
の
講
義
（
清
水
伸
）
○
最
近
國

　
際
政
治
情
勢
　
O
到
例
　
O
口
檜

　
第
四
號

常
設
委
員
會
の
活
動
に
關
す
る
一
考
察
（
下
）
　
　
　
　
島
　
田
　
久
　
吉

版
籍
奉
還
と
郡
縣
思
想
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淺
　
井
　
　
清

競
費
の
結
果
に
於
け
る
土
地
所
有
者
と
建
物
所
有
者
と
の
権
利
關
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
　
原
　
文
雅

　
O
資
料
　
米
國
各
州
法
制
上
に
於
け
る
市
の
分
類
に
つ
い
て
（
二
・
完
）

　
（
島
田
久
吉
）
、
　
伊
藤
博
文
と
グ
ナ
イ
ス
ト
と
の
交
渉
と
博
文
の
聰
け
る

　
モ
ジ
セ
の
憲
法
講
義
（
清
水
伸
）
　
○
最
近
國
際
政
治
情
勢
○
文
献
紹
介

　
グ
ー
ウ
著
「
肚
會
契
約
、
其
稜
達
の
批
到
的
研
究
」
（
戸
鞠
雅
彦
）
　
O
到
例

　
第
十
七
巻
（
昭
和
十
三
年
度
）

　
第
国
號

版
籍
奉
還
と
郡
縣
思
想
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
淺
　
　
井
　
　
　
清

満
・
蒙
・
彊
と
蘇
聯
邦
と
の
國
境
條
約
沿
革
考
（
一
）
　
英
　
　
修
　
道

リ
シ
ュ
リ
ニ
ウ
の
外
交
政
策
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
本
　
七
　
郎

　
O
資
料
　
伊
藤
博
文
の
渡
漱
・
憲
法
取
調
の
用
意
と
博
文
の
臆
け
る
モ
ッ

　
セ
の
憲
法
講
義
（
清
水
伸
）
　
O
最
近
國
際
政
治
情
勢
　
O
判
例

　
第
二
號

ナ
チ
ス
凋
逸
に
於
け
る
法
律
制
度
の
統
制
（
一
）
　
　
　
今
泉
孝
太
郎

ヘ
ラ
ー
「
國
家
論
の
任
務
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
本
　
七
　
郎

　
O
資
料
　
伊
藤
博
文
の
憲
法
取
調
方
針
と
其
の
理
論
、
附
・
博
文
の
聴
け

　
る
モ
ヅ
セ
の
憲
法
講
義
（
清
水
伸
）
、
米
國
に
於
け
る
政
治
學
の
濁
立
に
關

　
す
る
一
資
料
（
関
丙
台
）
　
O
最
近
國
際
政
治
情
勢
　
O
到
例

　
第
三
號

塵
藩
置
縣
と
郡
縣
思
想
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淺
　
　
井
　
　
清

ナ
チ
ス
濁
逸
に
於
け
る
法
律
制
度
の
統
制
（
二
・
完
）
　
今
泉
孝
太
郎

信
託
法
制
の
歴
史
的
護
達
と
其
の
理
論
（
五
）
　
　
　
　
河
　
邊
　
幸
　
吉

バ
ピ
・
ソ
法
の
紳
婦
と
其
の
肚
會
的
起
原
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
芳
　
郎

U
霞
ミ
詳
N
冒
閃
Φ
o
算
　
　
　
　
　
　

目
ざ
＆
o
り
oo
叶
Φ
醤
げ
①
茜

　
O
最
近
國
際
政
治
情
勢
　
O
判
例

　
第
四
號

靡
藩
置
縣
と
郡
縣
思
想
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
淺
　
　
井
　
　
　
清

イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
書
謹
法
の
改
正
（
一
）
　
　
峯
岸
治
三

マ
ゼ
ラ
ソ
の
封
外
政
策
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
本
　
七
　
郎

国
暮
名
8
犀
Φ
旨
β
㎎
g
昌
山
国
該
ω
一
〇q
α
①
oo
＜
o
Φ
涛
Φ
畦
Φ
魯
富

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
げ
①
＆
o
り
ω
辟
臼
β
び
R
瞬

　
O
最
近
國
際
政
治
情
勢
　
O
到
例

　
第
十
八
巻
（
昭
和
＋
四
年
度
）

第
贈
號

イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
書
謹
法
の
改
正
（
二
）

明
治
二
年
の
官
吏
選
撃

峯
岸
治

淺
　
井

三溝

『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
次
一
鷺

三
〇
七
　
　
（
一
〇
一
五
）



『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
次
一
覧

三
〇
八
　
　
（
一
〇
一
六
）

信
託
法
制
の
歴
史
的
獲
達
と
其
の
理
論
（
六
）
　
　
　
　
河
　
邊
　
幸
　
吉

九
州
帝
國
大
學
講
師
田
村
豊
氏
著
「
英
國
刑
事
裁
到
の
研
究
」
を
讃
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峯
　
岸
治
三

　
〇
市
政
論
研
究
の
護
展
と
其
の
文
獄
に
つ
い
て
（
上
）
（
島
田
久
吉
）
　
○

　
新
法
令
　
O
判
例

　
第
二
號

土
佐
派
の
議
會
政
治
論
と
後
藤
象
二
郎
　
　
　
　
　
　
　
淺
　
　
井
　
　
清

イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
書
鐙
法
の
改
正
（
三
）
　
　
峯
岸
治
三

韓
換
期
に
於
け
る
政
治
的
宣
傳
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
米
　
山
　
桂
　
三

国
二
け
涛
山
Φ
増
目
o
α
Φ
器
嘗
四
馬
①
〈
o
ヨ
男
り
o
o
Φ
o
o
o
Q
昌
巴
貯
什
肚
o
ゲ
Φ
昌

ω
什
嘗
曾
目
冒
蓉
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
ぎ
＆
o
り
ω
6
Φ
善
び
Φ
霞

　
O
故
紳
戸
寅
次
郎
教
授
省
像
及
履
歴
　
O
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
新
立
法

　
（
峯
岸
治
三
）
　
○
到
例
研
究
　
市
税
滞
納
盧
分
に
因
る
差
押
登
記
の
適
否

　
と
悪
意
の
第
三
取
得
者
・
株
券
の
差
押
と
民
事
訴
訟
法
第
五
百
七
十
一
條

　
所
定
の
特
別
庭
分
（
宮
崎
澄
夫
）
、
　
年
金
受
給
権
の
消
滅
と
年
金
受
給
代

　
理
権
の
潰
滅
・
清
滅
時
敷
完
成
後
既
存
債
務
の
申
出
と
時
敷
利
釜
の
拗
棄

　
（
峯
村
光
郎
）
　
O
新
法
令
　
O
到
例

　
第
三
號

佛
民
法
に
於
け
る
事
情
墜
更
の
原
則
に
就
て
（
一
）
　
　
小
　
池
　
隆
　
一

イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
書
謹
法
の
改
正
（
四
）
　
　
　
　
　
峯
岸
治
　
三

島
津
久
光
の
不
李
（
其
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淺
　
井
　
　
清

契
約
理
論
の
饗
鱒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉
孝
太
郎

シ
ュ
メ
ル
及
バ
ビ
ロ
ソ
法
に
於
け
る
婚
姻
　
　

井
上
芳
郎

】
》
Φ
胃
　
毎
目
臨
ぴ
餌
q
畠
Φ
oq
　
血
Φ
錯
O
の
O
げ
①
冒
［
国
一
口
げ
り
Φ
周
㎝
け
曽
餌
叶
Φ
o
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
け
骨
O
］
囚
O
Φ
一
ζ
Φ
9
げ
け
Φ
目

　
O
市
政
論
研
究
の
獲
展
と
其
の
文
献
に
つ
い
て
（
中
×
島
田
久
吉
）
　
O
到
例

　
第
四
號

佛
民
法
に
於
け
る
事
情
攣
更
の
原
則
に
就
て
（
二
・
完
）
小
　
池
　
隆
　
一

島
津
久
光
の
不
李
（
其
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淺
　
井
　
　
清

猫
逸
に
於
け
る
「
第
三
ラ
イ
ヒ
」
の
意
昧
　
　
　
　
　
今
泉
孝
太
郎

政
治
學
に
於
け
る
敷
と
勲
量
的
方
法
（
上
）
　
　
島
田
久
吉

　
O
到
例

第
十
九
巷
（
昭
和
十
五
年
度
）

　
第
ロ
號

イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
書
謹
法
の
改
正
（
五
）
　
　
　
　
　
峯

改
正
商
法
に
於
け
る
新
肚
債
制
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栗

「
ラ
イ
ヒ
」
（
即
Φ
一
〇
げ
）
と
「
第
三
ラ
イ
ヒ
」
に
つ
い
て
　
　
聞

島
津
久
光
の
不
李
（
其
三
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
淺

佛
民
法
に
於
け
る
事
情
饗
更
の
原
則
に
就
て
（
三
・
完
）
小

ル
イ
十
四
世
と
厭
洲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松

　
O
資
料
　
荘
内
ワ
ヅ
パ
事
件
の
一
資
料
（
國
分
剛
二
）

　
【
編
者
註
】
　
當
時
の
出
版
事
情
そ
の
他
の
理
由
で
、

本池井崎栖岸

七隆　万魁治

郎一清里夫三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
到
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
巻
第
一
號
以

後
は
休
刊
の
止
む
な
き
に
至
つ
た
。
し
か
し
、
翌
十
六
年
四
月
に
は
「
法



　
　
學
砺
究
」
第
一
輯
と
い
う
別
形
式
の
難
誌
を
嚢
行
し
た
。

　
法
學
研
究
第
一
輯
（
昭
和
＋
六
年
度
）

大
阪
會
議
と
元
老
院
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淺
　
　
井

近
世
私
法
史
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
　
邊
　
幸

ル
イ
十
四
世
と
ウ
イ
リ
ア
ム
三
世
の
圏
雫
　
　
　
　
　
松
　
本
七

　
〇
到
例

　
【
編
者
註
】
　
第
二
輯
以
後
は
績
刊
の
蓮
び
に
至
ら
な
か
つ
た
。

　
第
二
十
巷
（
昭
和
二
十
二
年
度
）

　
第
閣
號

復
刊
の
酢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
池
　
隆

民
法
改
正
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　

小
池
隆

法
の
本
質
的
性
格
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
峯
村
光

　
－
法
の
入
間
學
的
考
察
序
説
ー
ー

　
第
二
號

物
権
の
饗
動
に
つ
い
て
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
故
勝
　
本
　
文

國
際
政
治
に
於
け
る
國
家
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
内
　
山
　
正

　
O
フ
ラ
ン
ス
新
刊
書
目
（
伊
藤
政
寛
）

　
第
三
號

一
人
會
批
に
つ
い
て
（
一
）
　
　
　
　
　
津
田
利

物
権
の
攣
動
に
つ
い
て
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
散
勝
　
本
　
文

郎吉清郎一一熊夫夫治

　
【
編
者
註
】
　
十
月
に
復
刊
第
一
號
を
出
版
し
た
た
め
、
二
十
二
年
慶
は
第

　
　
三
號
ま
で
で
終
り
で
あ
る
。

　
第
二
十
幽
巻
（
昭
和
二
十
三
年
度
）

　
第
馴
號

ネ
ル
チ
ン
ス
ク
條
約
に
就
い
て
’
　
　
英
修
道

米
國
謹
櫨
法
の
基
本
的
特
質
（
一
）
　
　
　
伊
束
　
乾

　
i
わ
が
國
と
比
照
し
て
i

　
第
二
號

現
代
に
於
け
る
行
政
の
特
徴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
　
田
　
一
　
郎

米
國
謹
擦
法
の
基
本
的
特
質
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
伊
　
　
束
　
　
乾

　
1
わ
が
國
と
比
照
し
て
ー

　
第
三
號

英
國
海
法
の
起
源
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
　
谷
　
英
　
郎

フ
ラ
ン
ク
王
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
政
　
寛

　
第
四
號

船
舶
の
敵
性
に
關
す
る
フ
ラ
ン
ス
主
義
　
　
　
　
　
　
　
前
　
原
　
光
　
雄

　
ー
第
一
次
大
職
の
到
例
を
中
心
と
し
て
ー
ー

農
民
の
法
律
性
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉
孝
太
郎

中
國
憲
法
の
基
本
的
諸
問
題
に
關
す
る
一
考
察
（
一
）
　
石
　
川
　
忠
　
雄

　
i
一
九
三
三
年
以
降
の
制
憲
論
雫
を
中
心
と
し
て
i

　
第
五
號

『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
次
一
覧

三
〇
九
　
　
（
一
〇
一
七
）



『
法
學
研
究
』
既
刊
絡
目
衆
一
覧

三
一
〇
　
　
（
｝
O
一
八
）

政
治
心
理
學
成
立
の
現
代
的
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
村
菊
男

中
國
憲
法
の
基
本
的
諸
間
題
に
關
す
る
一
考
察
（
二
・
完
）
石
　
川
　
忠
　
雄

　
ー
一
九
三
三
年
以
降
の
制
憲
論
雫
を
中
心
と
し
て
1

民
法
改
正
の
意
義
（
一
）
　
　
　
　

田
中
　
實

　
ー
ー
日
本
資
本
主
義
の
獲
展
と
身
分
法
ー
ー

　
第
六
號

ア
メ
リ
カ
革
命
と
新
聞
　
　
　
　
　
　
生
田
正
輝

民
法
改
正
の
意
義
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
中
　
　
實

　
ー
日
本
資
本
主
義
の
襲
展
と
身
分
法
ー
ー

　
0
資
料
　
「
大
日
本
教
育
會
」
の
法
典
論
（
手
塚
豊
）

　
第
七
號

明
治
初
年
の
民
法
草
案
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
　
　
塚
　
　
豊

耽
會
革
命
期
に
於
け
る
心
理
状
態
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
村
菊
男

　
O
紹
介
と
批
評
　
エ
メ
リ
ー
・
リ
ー
ヴ
ズ
　
「
李
和
の
解
剖
學
」
（
内
山
正

　
熊
）
、
職
後
の
商
法
學
界
（
高
鳥
正
夫
）
　
0
報
告
　
輕
濟
統
制
法
の
考
え

　
方
（
就
會
法
研
究
會
）
0
研
究
叢
表
會
記
事

　
第
八
號

輿
論
の
統
計
的
・
状
態
的
分
析
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
　
山
　
桂
　
三

エ
ク
ヰ
テ
ィ
の
四
段
階
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
東
　
　
乾

　
O
紹
介
と
批
評
　
家
永
正
章
著
「
米
國
の
民
主
政
治
」
（
中
村
菊
男
）
、
民

　
訴
法
の
一
書
三
稿
（
伊
東
乾
）
　
O
民
事
法
ノ
ー
ト
（
一
）

　
第
九
號

法
的
主
膿
か
ら
み
た
螢
働
法
　
　
　
　
　

峯
村
光
郎

初
島
の
祉
會
調
査
に
關
す
る
中
間
報
告
（
一
）
　
　
　
　
生
　
田
　
正
　
輝

　
O
紹
介
と
批
評
　
森
長
英
三
郎
著
「
生
産
管
理
と
法
律
間
題
」
（
須
藤
次
郎
）

　
○
國
際
間
題
の
展
塑
　
O
民
事
法
ノ
ー
ト
（
二
）
　
0
研
究
襲
表
會
記
事

　
第
十
號

縛
換
期
の
外
交
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
　
山
　
正
　
熊

民
法
改
正
の
意
義
（
三
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
中
　
　
　
實

　
－
日
本
資
本
主
義
の
護
展
と
身
分
法
ー

　
O
國
際
間
題
の
展
望
　
O
民
事
法
ノ
ー
ト
（
三
）

　
第
十
旧
號

西
洋
文
明
の
某
調
精
紳
　
　
　
　
　
　
藤
原
守
胤

初
島
の
祉
會
調
査
に
關
す
る
中
聞
報
告
（
二
・
完
）
　
　
生
　
田
　
正
　
輝

　
0
紹
介
と
批
評
　
宮
澤
俊
義
著
「
民
主
制
の
本
質
的
性
格
」
（
中
村
菊
男
）

　
O
民
事
法
ノ
ー
ト
（
三
・
績
）

　
第
十
二
號

シ
ヤ
ー
マ
ン
法
と
霊
δ
亀
お
霧
o
ご
　
　
　
高
鳥
正
夫

　
O
記
事
　
「
行
憲
國
民
大
會
」
紀
要
（
及
川
恒
忠
）
　
O
資
料
　
新
律
綱
領

　
編
纂
關
係
者
考
（
手
塚
豊
）
　
○
民
事
法
ノ
ー
ト
（
四
）

　
第
二
十
二
巻
（
昭
和
二
十
四
年
度
）

　
第
一
號

一
八
四
二
年
南
京
條
約
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
英
　
　
修
　
　
道



ー
本
條
約
條
項
及
び
附
属
文
書
内
容
、
治
外
法
灌
條
項
に
關
す
る
研

　
　
　
究
i

一
人
會
肚
に
つ
い
て
（
二
）
　
　
　
　
　
津
田
利
治

　
O
紹
介
と
批
許
　
戒
能
通
孝
著
「
枇
會
生
活
と
家
族
法
」
（
田
中
實
）
、
ト

　
ー
マ
ス
・
ホ
ヅ
プ
ス
著
・
戸
鞠
雅
彦
謹
「
リ
プ
ィ
ア
サ
ン
」
（
中
村
菊
男
）
、

　
千
種
達
夫
著
「
裁
到
閑
話
」
（
高
鳥
正
夫
）
　
O
國
際
間
題
の
展
望
　
O
民

　
事
法
ノ
ー
ト
（
五
）

　
第
二
・
三
合
併
號

仲
裁
裁
判
制
度
の
畿
達
（
一
）
　
　
　
　
　
前
原
光
雄

推
保
物
権
法
の
墓
本
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉
孝
太
郎

イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
に
於
け
る
王
國
形
成
の
課
題
　
　
　
　
石
　
井
　
良
　
博

　
O
資
料
　
明
治
十
三
年
の
元
老
院
訴
訟
法
草
案
（
手
塚
竪
・
伊
東
乾
）
O
紹

　
介
と
批
評
　
濁
禁
法
違
反
事
件
と
審
決
（
高
鳥
正
夫
）
、
潮
田
江
次
著
「
主

　
権
と
民
主
政
治
」
（
中
村
菊
男
）
　
○
國
際
問
題
の
展
望
　
O
民
事
法
ノ
ー

　
ト
（
六
）

　
第
四
號

改
正
刑
事
訴
訟
法
に
於
け
る
被
疑
者
及
び
被
告
人
の
地
位
（
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
　
崎

校
正
律
例
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
　
　
塚

　
O
國
際
問
題
の
展
望
　
O
民
事
法
ノ
ー
ト
（
七
）

　
第
五
號

長
命
君
主
論
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤

　澄

豊夫
政
寛

仲
裁
裁
到
制
度
の
稜
達
（
二
・
完
）
　
　
　
　
前
原
光
雄

　
O
國
際
問
題
の
展
望
　
O
民
事
法
ノ
ー
ト
（
八
・
九
）

　
第
六
・
七
合
併
號

産
業
枇
會
學
（
冒
身
。
α
訂
一
筥
ω
o
包
巳
β
唄
）
　
　
　
　
　
米
　
山
　
桂
　
三

　
－
そ
の
成
立
と
稜
蓬
－

英
國
航
海
條
例
の
墜
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
　
谷
　
英
　
郎

新
聞
倫
理
化
の
歴
史
的
某
礎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
　
田
　
正
　
輝

　
ー
ア
メ
リ
カ
新
聞
史
上
よ
り
の
考
察
I

　
O
解
読
　
猫
占
禁
止
法
の
改
正
（
高
鳥
正
夫
）
　
O
紹
介
と
批
評
　
藤
原
守

　
胤
著
「
ア
メ
リ
カ
革
命
史
論
ー
ア
メ
リ
カ
憲
法
の
背
景
と
原
理
1
」

　
（
伊
藤
政
寛
）
、
蝋
山
政
道
著
「
日
本
に
お
け
る
近
代
政
治
學
の
獲
達
」
（
中

　
村
菊
男
）
　
O
報
告
　
公
共
の
颪
祉
に
つ
い
て
ー
そ
の
批
會
的
意
義
と

　
限
界
（
田
中
實
）
　
O
民
事
法
ノ
ー
ト
（
一
〇
）

　
【
編
者
註
】
　
第
八
號
よ
り
第
十
二
號
ま
で
は
都
合
に
よ
り
休
刊
し
た
。

第
二
十
三
巻
（
昭
和
二
十
五
年
度
）

　
第
一
・
二
・
三
含
併
號

條
約
な
き
講
和
（
事
實
上
の
講
和
）
と
條
約
に
よ
る
講
和
（
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芳
　
賀
　
四
　
郎

　
O
解
読
　
商
法
改
正
案
要
綱
に
つ
い
て
（
高
鳥
正
夫
）
　
O
紹
介
と
批
評

　
星
野
通
著
「
民
法
典
論
雫
史
」
（
手
塚
豊
）
、
市
村
今
朝
藏
著
「
英
國
政
蕪
論
」

　
（
中
村
菊
男
）
　
O
民
事
法
ノ
ー
ト
（
一
一
・
一
二
）

『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
次
羅
見

三
二

（
一
〇
一
九
）



『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
次
一
覧

三
二
一
　
（
一
〇
二
〇
）

　
第
四
號

條
約
な
き
講
和
（
事
實
上
の
講
和
）
と
條
約
に
よ
る
講
和
（
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芳
　
賀
　
四
　
郎

ク
レ
イ
ト
ン
法
と
持
株
會
肚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
鳥
　
正
　
夫

　
第
五
號

國
際
主
義
と
世
界
主
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
　
山
　
正
　
熊

　
O
資
料
　
フ
ラ
ン
ス
第
四
共
和
國
憲
法
（
原
文
）
（
外
務
省
特
別
資
料
課
）

　
O
民
事
法
ノ
ー
ト
（
二
四
年
九
月
－
二
五
年
二
月
分
）

　
第
六
號

婚
姻
の
範
疇
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉
孝
太
郎

　
O
資
料
　
日
本
管
理
資
料
（
外
務
省
特
別
資
料
課
）
　
O
紹
介
と
批
評

　
手
井
新
著
「
共
産
主
義
の
理
論
と
批
判
」
（
中
村
菊
男
）
、
ル
ー
ス
・
ベ
ネ

　
デ
イ
ク
ト
著
・
志
村
義
雄
課
「
民
族
ー
そ
の
科
學
と
政
治
性
」
（
生
田
正
輝
）

　
第
七
號

不
正
競
事
に
つ
い
て
（
一
）
　
　
　
　
　
高
鳥
正
夫

ヤ
ハ
ヴ
ィ
ス
ト
に
於
け
る
歴
史
的
思
惟
の
特
質
　
　
　
　
石
　
井
　
良
　
博

　
O
解
読
　
第
四
共
和
國
憲
法
概
観
（
一
）
（
大
山
正
武
）
　
0
資
料
　
上
海

　
國
是
會
議
乙
種
憲
法
草
案
（
石
川
忠
雄
）

　
第
八
號
（
福
澤
先
生
研
究
號
）

條
約
改
正
と
編
澤
識
吉
　
　
　
　
　
　
中
村
菊
男

法
典
雫
議
と
隔
澤
の
立
場
　
　
　
　

田
中
　
實

　
O
資
料
　
編
澤
隷
吉
の
上
書
i
長
州
再
征
に
關
す
る
建
白
書
窮
本
i

　
（
昆
野
和
七
）

　
第
九
號

不
正
競
雫
に
つ
い
て
（
二
・
完
）
　
　
　
　
高
鳥
正
夫

　
O
解
読
　
第
四
共
和
國
憲
法
概
観
（
二
×
大
山
正
武
）
　
O
民
事
法
ノ
ー
ト

　
（
二
五
年
三
月
－
六
月
分
）

　
第
十
號

李
和
條
項
に
よ
る
箏
議
行
爲
の
制
限
　
　
　
　
　
　
　
　
峯
　
村
　
光
　
郎

績
・
條
約
改
正
と
編
澤
論
吉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
菊
　
男

　
O
解
読
　
第
四
共
和
國
憲
法
概
観
（
三
・
完
×
大
山
正
武
）
　
O
資
料
　
中

　
華
人
民
共
和
國
婚
姻
法
（
須
藤
次
郎
、
石
川
忠
雄
）

　
第
＋
幽
號

國
際
私
法
上
に
お
け
る
相
績
人
の
不
存
在
　
　
　
　
　
　
久
保
岩
太
郎

ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
司
法
灌
優
位
制
の
成
立
　
　
　
　
檜
　
山
武
　
夫

　
O
資
料
　
日
本
管
理
資
料
（
二
×
外
務
省
特
別
資
料
課
）

　
第
十
二
號

假
刑
律
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
　
　
塚
　
　
豊

法
典
編
纂
と
縞
澤
論
吉
（
一
）
　
　
　
　
　
中
村
菊
男

　
O
資
料
　
ド
イ
ツ
蓮
邦
共
和
國
基
本
法
（
課
文
と
解
読
×
芳
賀
四
郎
）

　
第
二
十
四
巻
（
昭
和
二
十
六
年
度
）

　
第
一
號

一
九
三
五
年
の
英
國
に
於
け
る
李
和
投
票
　
　
　
　
　
田
　
中
荊
　
三



法
典
編
纂
と
隔
澤
識
吉
（
二
）
　
　
　
　
　
中
村
菊
男

　
O
解
説
　
中
華
人
民
共
和
國
に
お
け
る
政
窯
及
び
團
瞠
（
石
川
忠
雄
）

　
○
書
評
　
ア
メ
リ
ー
著
「
憲
法
諸
考
」
（
大
山
正
武
）
　
O
報
告
　
前
原
光

　
雄
氏
提
出
學
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
第
二
・
三
合
併
號

工
場
に
於
け
る
職
長
の
調
査
（
一
）

ー
職
長
の
地
位
（
oQ
ε
言
。
。
）
及
び
役
割
（
即
○
一
Φ
の
）

　
　
　
に
關
す
る
産
業
祉
會
學
的
研
究
i

法
典
編
纂
と
輻
澤
論
吉
（
三
）

　
O
資
料
　
國
際
蓮
合
総
會
國
際
法
委
員
會
獲
行
「
二

　
判
所
條
例
及
び
到
決
－
歴
史
と
分
析
」
（
全
課
）
、

　
國
（
束
濁
）
憲
法
（
謬
文
と
解
読
）
（
芳
賀
四
郎
）
、

　
（
外
務
省
特
別
資
料
課
）

　
第
四
號

改
正
株
式
會
批
法
総
評

法
典
編
纂
と
繭
澤
謙
吉
（
四
）

　
O
時
事
問
題
　
歴
史
的
瞬
間
（
西
澤
英
一
）
　
O
資
料

米
　
山
　
桂
　
三

生
　
田
　
正
　
輝

中
　
村
　
菊
　
男

　
ユ
ー
ル
ソ
ベ
ル
グ
裁

ド
イ
ッ
民
主
主
義
共
和

　
日
本
管
理
資
料
（
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
　
利
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
菊
　
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
近
の
米
國
…
薙
誌

に
現
わ
れ
た
ソ
聯
邦
研
究
に
つ
い
て
（
一
）
（
中
澤
精
次
郎
）
　
O
研
究
稜

表
會
記
事

第
五
號

エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
の
治
世
と
ウ
ィ
ク
リ
フ
の
政
治
思
想
　
伊
　
藤
　
政
　
寛

i
長
命
君
主
論
（
二
）
1

ウ
ェ
ヅ
プ
・
ポ
メ
リ
ー
ソ
法
と
外
國
貿
易
　
　

高
鳥
正
夫

　
O
時
事
問
題
　
政
治
家
と
政
策
（
西
澤
英
一
）
　
O
資
料
　
最
近
の
米
國
雑

　
誌
に
現
わ
れ
た
ソ
連
邦
研
究
に
つ
い
て
（
二
・
完
×
中
澤
精
次
郎
）
、
日
本

　
管
理
資
料
（
四
）
（
外
務
省
特
別
資
料
課
）
　
O
紹
介
と
批
許
　
ミ
シ
エ
ル

　
ー
ア
ン
リ
・
フ
ア
ブ
ル
著
「
人
民
民
主
政
治
の
理
論
ー
ー
杜
會
主
義
國
家
研

　
究
の
た
め
に
ー
1
」
（
大
山
正
武
）
　
O
研
究
稜
表
會
記
事

　
第
六
號

ヘ
ブ
ラ
イ
民
族
に
於
け
る
國
家
観
の
攣
遷
に
就
い
て
　
　
石
井
良
博

法
典
編
纂
と
編
澤
論
吉
（
五
・
完
）
　
　
　
　
中
村
菊
男

　
○
資
料
　
改
正
株
式
會
紅
法
の
解
麗
上
の
諸
聞
題
（
津
田
利
治
）

　
第
七
號

船
舶
の
性
質
決
定
に
關
す
る
フ
ラ
ン
ス
主
義
の
研
究
（
一
）
前
　
原
　
光
　
雄

螢
働
協
約
に
お
け
る
「
署
名
」
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
清
　
水
　
　
新

　
O
資
料
　
フ
ラ
ン
ス
共
和
國
憲
法
（
謹
文
）
（
芳
賀
四
郎
）
　
O
紹
介
と
批

　
許
　
キ
ソ
グ
ス
レ
イ
・
デ
イ
ビ
ス
著
「
人
間
肚
會
」
（
生
田
正
輝
）
　
O
フ

　
ラ
ソ
ス
第
四
共
和
國
憲
法
原
文
（
二
三
巻
五
號
所
載
）
正
誤
表

　
第
八
號

刑
法
局
格
例
調
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
　
　
塚
　
　
豊

　
i
仙
豪
藩
刑
法
の
一
研
究
ー

般
舶
の
性
質
決
定
に
關
す
る
フ
ラ
ソ
ス
主
義
の
研
究
（
二
・
完
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
原
光
雄

　
O
資
料
　
代
表
訴
訟
に
關
す
る
解
羅
上
の
諸
問
題
（
高
鳥
正
夫
）
　
○
紹
介

『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
次
一
覧

三
一
三
　
　
（
一
〇
一
二
）



『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
次
一
覧

三
一
四
　
（
一
〇
ニ
ニ
）

と
批
評
　
エ
ル
ン
ス
ト
・
ザ
ウ
ア
ー
著
「
國
際
法
原
理
」
（
前
原
光
雄
）
、

且
・
G
・
ハ
ン
ブ
リ
！
著
「
イ
ギ
リ
ス
の
裁
判
所
」
（
李
良
）

第
九
・
十
號
合
併
號
（
林
毅
陸
先
生
追
悼
記
念
號
）

　
林
先
生
省
影
・
略
歴
・
主
要
著
作
目
録

明
治
史
に
於
け
る
政
雫
と
皇
室

英
國
名
の
饗
貌

　
ー
エ
ソ
パ
イ
ア
か
ら
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
ヘ
ー
ー

一
八
七
四
年
憂
灘
蕃
耽
事
件

米
國
に
お
け
る
参
政
椹
民
主
化
の
蓮
動

大
正
政
饗
と
林
毅
陸

清
末
及
び
民
國
初
年
に
於
げ
る
漣
邦
論
と
省
制
論

　
O
資
料
　
毛
澤
東
の
「
實
陵
論
」
（
及
川
恒
忠
）

板
倉
卓
造

聞
　
崎
　
万
　
里

石中藤英

川村原
忠菊守修

雄男胤道

第
十
關
號

一
子
相
績
制
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉
孝
太
郎

－
均
分
相
績
制
の
批
到
1

・
シ
ヤ
史
の
時
代
匠
分
に
關
す
る
一
試
案
（
一
）
　
　
中
澤
精
亥
郎

－
七
世
紀
後
牛
よ
り
一
七
世
紀
初
頭
ま
で
ー

○
資
料
　
一
九
四
二
年
伊
太
利
民
法
典
中
の
國
際
私
法
的
規
定
（
須
藤
亥

郎
）
　
0
紹
介
と
批
評
コ
暇
澤
論
吉
選
集
」
第
一
雀
第
二
雀
第
三
巻
（
中
村

菊
男
）
、
」
・
L
・
ブ
ラ
イ
ア
リ
著
「
國
際
法
ー
、
平
時
國
際
法
入
門
」
（
中

村
洗
）
、
螺
山
政
道
著
「
比
較
政
治
機
構
論
」
（
多
田
眞
鋤
）
、
原
龍
之
助
著

　
「
地
方
行
政
改
革
の
基
本
問
題
」
（
金
子
芳
雄
）

第
十
二
號

工
場
診
断
　
　
　
　
　
　
　
　

米
山
桂
三

　
ー
工
員
の
志
氣
の
診
甲
ー

ロ
シ
ヤ
史
の
時
代
匠
分
に
關
す
る
一
試
案
（
二
・
完
）
　
中
澤
精
次
郎

　
ー
七
世
紀
後
牛
よ
り
一
七
世
紀
初
頭
ま
で
ー
ー

　
O
資
料
　
新
株
引
受
灌
に
つ
い
て
（
高
鳥
正
夫
）
　
O
紹
介
と
批
評
　
フ
イ

　
ー
ル
ド
著
「
プ
ラ
ト
ン
と
そ
の
同
時
代
者
達
i
紀
元
前
四
世
紀
に
於
け

　
る
生
活
と
思
想
の
研
究
1
」
（
石
井
良
博
）
、
・
バ
ー
ト
・
K
・
メ
ル
ト
ソ

　
編
「
批
會
學
的
分
析
」
（
生
田
正
輝
）
、
マ
ル
セ
ル
・
ワ
リ
ン
著
「
個
人
主

　
義
と
法
」
（
大
山
正
武
）

第
二
十
五
巻
（
昭
和
二
＋
七
年
度
）

第
一
號

エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
治
世
と
フ
ー
カ
ー
の
政
治
思
想
（
一
）
伊
藤
政
寛

－
長
命
君
主
論
（
三
）
ー
ー

ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
司
法
権
優
位
制
の
研
究
　
　
　
　
　
檜
　
山
　
武
　
夫

　
　
第
二
部
　
司
法
樫
優
位
制
の
確
立

　
0
資
料
　
中
國
共
養
黛
に
關
す
る
資
料
（
及
川
恒
忠
）
、
最
近
の
ド
イ
ッ
螢

働
立
法
に
於
け
る
「
一
般
的
拘
束
力
宣
言
」
（
正
田
彬
）
　
0
紹
介
と
批
許

　
佐
野
學
著
「
共
濠
主
義
職
雫
論
」
（
中
村
菊
男
）
、
黎
乃
酒
著
「
辛
亥
革
命
與

　
嚢
世
凱
」
（
石
川
忠
雄
）
、
大
濱
信
泉
著
「
改
正
會
杜
法
概
論
」
（
米
津
和
子
）

　
第
二
號



公
共
企
業
螢
働
法
の
理
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峯
村
光
郎

　
i
螢
働
法
に
お
け
る
公
共
企
業
概
念
に
つ
い
て
i

到
例
法
に
お
け
る
「
法
」
の
獲
見
　
　
　
　
　
　
　
　
李
　
　
　
　
　
良

　
ー
グ
ヅ
ド
ハ
ー
ト
の
所
説
を
中
心
と
し
て
ー

　
O
資
料
　
エ
ス
パ
ニ
ヤ
國
基
本
法
（
試
謬
×
一
）
（
大
山
正
武
）
O
紹
介

　
と
批
評
　
、
、
・
ッ
チ
エ
ル
・
ウ
エ
ン
デ
ル
著
「
連
邦
裁
到
所
と
州
裁
到
所
と

　
の
關
係
」
（
李
良
）
、
蝋
山
政
道
氏
他
敷
氏
著
「
近
代
國
家
論
ー
第
一
部
灌

　
力
1
」
（
多
田
眞
鋤
）
　
O
研
究
叢
表
會
記
事

　
第
三
號

明
治
初
年
の
和
歌
山
藩
刑
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
　
　
塚
　
　
豊

　
1
「
徒
刑
之
法
」
及
び
「
刑
法
内
則
」
を
中
心
と
し
て
－

第
二
次
護
憲
蓮
動
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
菊
男

　
O
資
料
　
エ
ス
パ
ニ
ヤ
國
基
本
法
（
二
・
完
）
（
大
山
正
武
）
　
O
紹
介
と

　
批
評
　
日
本
法
哲
學
會
編
「
私
法
の
理
論
ー
家
族
・
財
産
・
企
業
」
（
田
中

　
實
）
、
R
・
ク
ロ
ス
、
P
・
A
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
共
著
「
刑
法
入
門
」
「
刑
法

　
到
例
集
」
（
中
谷
理
子
）
、
松
田
二
郎
著
「
會
批
法
概
論
」
（
米
津
昭
子
）

　
第
四
號

ア
メ
リ
カ
の
移
民
政
策
（
一
）
　
　
　
　
　
藤
原
守
胤

新
株
引
受
罐
に
關
す
る
若
干
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
高
　
鳥
　
正
　
夫

　
O
資
料
　
ハ
ソ
キ
ー
卿
の
戦
雫
責
任
論
ー
連
合
國
の
無
條
件
降
伏
政
策
と

　
職
雫
裁
到
の
批
到
ー
（
一
）
（
内
山
正
熊
）
　
O
紹
介
と
批
評
　
ア
ン
ド
レ

　
エ
・
ル
ウ
ア
ス
、
ポ
ー
ル
．
デ
ュ
ア
ラ
ン
共
著
「
産
業
立
法
提
要
」
（
阿
久

　
澤
塾
夫
）
、
關
嘉
彦
著
「
英
國
杜
會
主
義
ー
螢
働
蕪
の
理
論
家
た
ち
ー
」

　
（
中
村
菊
男
）
、
H
・
ヘ
ル
フ
リ
ヅ
ツ
著
「
一
般
國
法
學
」
（
多
田
眞
鋤
）

　
第
五
號

ア
メ
リ
カ
の
移
民
政
策
（
二
）
　
　
　
　
　
藤
原
守
胤

　
O
資
料
　
エ
ジ
プ
ト
國
籍
法
（
一
九
五
〇
年
九
月
一
八
日
法
律
第
百
六
〇

　
號
）
（
須
藤
次
郎
）
、
ハ
ン
キ
ー
卿
の
験
雫
責
任
論
ー
蓮
合
國
の
無
條
件
降

　
伏
政
策
と
職
雫
裁
到
の
批
到
1
（
二
・
完
）
（
内
山
正
熊
）
、
　
日
本
管
理

　
資
料
（
五
）
　
O
紹
介
と
批
許
　
・
ス
コ
オ
・
パ
ウ
ン
ド
著
「
法
の
新
し
い

　
路
」
（
大
山
正
武
）

　
第
六
號

民
事
訴
訟
に
お
け
る
眞
實
義
務
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
　
東
　
　
　
乾

國
民
革
命
と
フ
ラ
ソ
コ
憲
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
山
　
正
　
武

螢
働
協
約
の
「
地
域
的
一
般
的
拘
束
力
」
に
つ
い
て
　
　
正
　
田
　
　
彬

　
O
紹
介
と
批
評
　
ジ
エ
イ
ム
ズ
著
「
イ
ギ
リ
ス
法
入
門
」
（
李
良
）
　
0
研

　
究
會
記
事

　
第
七
號

使
用
者
の
雫
議
行
爲
　
　
　
　
　
　

峯
村
光
郎

　
ー
ロ
ヅ
ク
ア
ウ
ト
の
法
理
i

反
致
論
に
關
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
　
藤
　
次
　
郎

　
O
資
料
　
日
本
管
理
資
料
（
五
の
綾
き
・
完
）
O
紹
介
と
批
評
矢
部
貞

　
治
編
著
「
近
衛
文
麿
」
（
中
村
菊
男
）
、
シ
ェ
ン
ケ
著
「
椹
利
保
護
の
必
要
」

　
（
伊
東
乾
）
、
H
ニ
フ
ウ
タ
ー
パ
ハ
ト
著
「
國
際
法
と
人
権
」
（
中
村
洗
）

『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
次
一
覧

三
一
五
　
（
一
〇
二
三
）



『
法
學
研
究
』
既
刊
絡
目
衆
一
覧

三
一
六
　
（
一
〇
二
四
）

　
第
八
號

人
工
授
精
と
そ
の
法
律
間
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
池
　
隆
　
一

家
族
の
法
理
か
ら
み
た
「
人
工
授
精
」
の
問
題
　
　
　
　
田
　
中
　
　
　
實

　
ー
ー
「
人
工
授
精
」
に
お
け
る
合
理
性
と
不
合
理
性
i

人
工
授
精
に
關
す
る
法
律
上
の
若
干
問
題
　
　
　
　
　
須
藤
次
郎

　
O
紹
介
と
批
評
　
關
根
正
雄
著
「
イ
ス
ラ
エ
ル
宗
教
文
化
史
」
（
石
井
良

　
博
）
、
ピ
エ
ー
ル
・
デ
ュ
ク
・
著
「
一
七
五
〇
年
以
後
の
政
治
關
係
の
稜
達
」

　
（
大
山
正
武
）
　
O
研
究
會
記
事

　
第
九
號

紛
雫
の
解
決
と
具
膿
法
　
　
　
　
　
伊
東
　
乾

ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
司
法
権
優
位
制
の
研
究
　
　
　
　
　
檜
　
山
　
武
　
夫

　
　
第
三
部
　
司
法
檀
優
位
制
の
役
割

　
O
資
料
ド
ナ
ウ
河
の
航
行
制
度
（
前
原
光
雄
）
0
紹
介
と
批
評
　
ル
フ

　
ェ
ー
ブ
ル
著
・
鈴
木
泰
李
謹
「
フ
ラ
ソ
ス
革
命
ー
八
九
年
i
」
（
伊
藤
政
寛
）
、

　
T
・
H
・
グ
リ
ー
ソ
著
・
北
岡
働
謹
「
政
治
義
務
の
原
理
」
（
多
田
眞
鋤
）

　
第
十
號

民
法
典
論
雫
の
性
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
菊
　
男

株
式
の
自
由
譲
渡
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
鳥
　
正
　
夫

　
○
資
料
　
ド
イ
ッ
民
主
主
義
共
和
國
（
東
濁
）
憲
法
原
文
　
O
紹
介
と
批

　
評
　
青
山
道
夫
著
「
近
代
家
族
法
の
研
究
」
（
田
中
實
）
、
ラ
ル
フ
・
リ
ソ

　
ト
ソ
著
・
清
水
幾
太
郎
、
犬
養
康
彦
課
「
文
化
人
類
學
」
（
生
田
正
輝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
手
　
塚
　
　
豊
）


